
令和５年度の実績値 令和６年度の目標値

先生はクラスを安心して過ごせる場にしてくれていると答えた児童生徒（小５・中２）の割合 (小)８９％（中)８８％ (小)９５％（中)９５％

悩みごとや不安なことを相談できる先生がいると答えた児童生徒（小５・中２）の割合 (小)８３％（中)８１％ (小)９０％（中)８５％

先生は自分のよいところを認めてくれると答えた児童生徒（小５・中２）の割合 (小)９４％（中)９５％ (小)１００％（中)１００％

人が困っているときは、進んで助けていると答えた児童生徒（小６・中３）の割合 (小)８３％（中)８１％ (小)９０％（中)９０％

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うと答えた児童生徒（小６・中３）の割合 (小)９４％（中)９５％ (小)１００％（中)１００％

授業で、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していると答えた児童生徒（小６・中３）の割合 (小)６２％（中)５８％ (小)６５％（中)６５％

英検３級相当以上の英語力を有すると思われる中学校３年生の割合 ６３％ ６５％

児童生徒がＩＣＴ機器を使って発表する機会を設けて指導していると答えた教員の割合 ９４％ ９５％

「個別の教育支援計画」等の資料を基に、個に応じた指導を行っていると答えた教員の割合 １００％ １００％

「取手市相談記録ファイル」を保護者との面談等に活用していると答えた教員の割合 １００％ １００％

学校外で週３日、各１時間程度の運動をしている児童生徒（小４・中２）の割合 (小)７３％（中)６５％ (小)８０％（中)７０％

自分の健康に関心をもち、規則正しく生活していると答えた児童生徒（小４・中２）の割合 (小)８８％（中)７９％ (小)９０％（中)８５％

給食を好き嫌いなく食べると答えた児童生徒（小４・中２）の割合 (小)７８％（中)７６％ (小)８０％（中)８０％
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リーニング検査を実施

し、入学直後の学習か

ら適切な支援を実施

□特別支援学校のセン

ター機能による巡回

相談の積極的な活用

□学校の教育活動全体を

通じた体育・スポーツ活

動の充実と体力の向上

□全国体力・運動能力

調査の結果分析に基づ
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こどもをまんなかにおいた教育活動・取手市独自の全員担任制/チーム指導・こどもに寄り添う教育相談

□児童生徒一人一人の状況を的確に見取るための「全員担任制（中学校）」「チーム指導（小学校）」
を推進
□児童生徒の悩み・不安等に対応するため「教育相談部会」を柱とした教育相談体制の強化
□学校連携支援員、ＳＳＶ、ＳＣ、ＳＳＷの配置、タブレット等からアクセスできる相談窓口の設置
□校内サポートルームの設置、不登校対応支援員の配置

令和６年度 取手市の学校教育

一人一人の資質・能力を伸ばす学校教育の充実＊

取手市教育委員会


